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【第 4 部】
成果と課題
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4-1 海外研修を終えて
　教師海外研修を終えた参加者 7 人に対して行ったアンケートから、感想を抜粋した。海外研修

と事前研修・事後研修を合わせてもわずか 15 日程度であったが、授業実践集やここに挙げた感

想からもわかるように、各自大きな変化が見られたと言える。この教員自身の変化が児童・生徒

に還元され、児童・生徒も変化し、成長へと繋がっていくことを期待したい。また、これから本

研修に参加を検討する方々のために参加者からのアドバイスも記載した。ぜひ、参考にしていた

だきたい。

（1）教師海外研修に参加してよかったこと
【研修での経験について】

・現地の子供に対して授業ができたのがよかった。日本の学校では体験できないことがたくさ

んあった。

・サモアという日本ではあまり聞くことのない国で活躍されている日本人がたくさんいること

を知った。是非、子供たちに伝えたい。

・日本の子供たちに、サモアは遠い国ではなく、目には見えないが繋がりがあることを伝えた

い。

・校種の違う方々と行動を共にし、意見交換し、違う視点からの考えを知り、大変刺激になっ

た。普段、私たちが常識だと思っていることはサモアでは常識ではなく、異文化を実感でき

た。しかし、人を思いやる心は文化を超えることも実感できた。

・行かなくては分からないことはたくさんあり、今後も自分から出て行くことの必要性を認識

できた。

・海外に行く機会はあっても、教育現場を見たり体験することはなかなか出来ないのでとても

興味深かった。意識の高い先生方と 10 日間共に過ごし、意見を交わしあうことで本当に刺

激を受けた。これが１番の収穫。

・一緒に行ったメンバーの人達とも、それぞれ教科は違いましたが、仲良く楽しく時間を共有

することができ、これからもずっとこの絆を大切にしたいと思います。

・現地の学校で２回授業ができたこと、教育現場をゆっくり視察できたこと、校長先生からサ

モアの教育を教えて頂いたこと、現地の生徒とふれあうことができたことは大変貴重な経験

となりました。

・熱帯の自給自足生活のイメージが体感できた。

・日本の ODA の成功例とその理由を学べた。

・途上国・島国の抱える問題点を学べた（日本との共通点もあった）。

・サモアの文化に触れ、島嶼国の抱えるエネルギー環境問題の現実を理解することができた。

また、サモアの自給自足・地産地消の生活を体験し、先進国のエネルギー消費量を減らすヒ

ントを得ることができた。サモアで活動する JICA ボランティアの方々の献身的な活動の現

場を知り、彼らの活躍が、日本人の印象を向上させているということが実感できた。
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【訪問先や研修で出会った人について】

・今の日本の社会について、生活について自分自身も反省する点があることに気づいた。

・サバイイ島でのホームステイは、サモアのくらしを知る上でとても興味深く心に残るものに

なった。ホストファミリーとの触れ合いは、言葉を超え、ここでの経験も忘れられない思い

出となった。とくに２人の子供たちの案内がとても楽しかった。

・実際に協力隊として、海外で頑張る日本人に出会えた。

・ホームステイで、一晩だけだが話をしたり、一緒に過ごすことができた。

【参加者自身の変化について】

・日本の学校の良いところ、悪いところを今までとは違う見方で見ることが出来るようになっ

た。

・開発途上の国に対し援助すると言うことはどういう事か、実際にサモアで感じたことを日本

の生徒たちに伝えたい。持続可能な援助とはどういうことか、考えさせられた。

・帰国後は、日本で当たり前だと思っていたことに疑問を感じ、常にサモアを通して、日本の

日常を見ていた自分がいた。それは、私達が忘れてきている大切なものをサモアで感じたか

らではないかと思う。

・研修を終えて「しあわせ」ってなんだろう・・・と改めて考えてみた。子供たちとも一緒に

考えたい。

（2）次年度以降の参加者へのアドバイス
① 出発まで
【事前研修について】

・行かなくては気づかないこともあるが、自分で現地での行動をイメージしておくこと。

・教師海外研修に参加する教師の間で連絡や事前の打合せを十分に行い、日本の JICA スタッ

フともできる限りコミュニケーションを図り、事前準備を行う。

・時間がないので準備を早めに。ある程度どんな国か学んでおいた方がいい。

【持ち物について】

・虫除けジェルタイプのものがいいとか、スプレーがいいとかいろいろ言われていたが、結局

どれも同じ。虫除けのブレスレットだけでも大丈夫だった。

・胃薬は多めに持っていった方が良い。

・サモア人はシャンプーしか使わないらしく、スーパーにコンディショナーは売っていなかった。

・訪問校へのお土産など、メンバーで話し合い、分担して用意できたらいいと思う。

・万が一現地で体調が悪くなったときの薬（下痢止め、吐き気止め、胃腸薬、解熱剤など）を

用意されていくとよいかと思われます。

・現地の生徒に聞きたいアンケートなども分担してそれぞれで印刷して持参されたらよいと思

います。（かなり重たくなるので）途上国では学用品がなかなかそろっていません。

・体調不良時に備えてポカリスエット粉末とカロリーメートを。

・ 使用した物：冷えピタ、ポカリの粉は役に立った。
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【帰国後の授業実践について】

・早めに計画を立てる。サモア出発前に計画ができていれば良いが、できていなくても研修中

に研修参加者の先生とのお話でいろいろなアイデアをいただくことができた。先生方から話

を聞くことも非常に勉強になる。

・準備が学期末処理の時期に当たり、大変苦しかった。サモアへの準備に全力投球できる時間

が短かったので、余裕を持っての準備が必要。

【その他】

・現地ではスケジュールもハードだが、それ以外に心身ともに体力が必要なので、出発前の体

調管理がとても大切だと感じた。

・サモアでの授業についての準備を早めから・・というのはなかなか難しいかもしれませんが、

できるだけ早めに準備（せめて授業以外の準備物）をされることをお勧めします。

② 海外研修中
【研修中の記録について】

・写真をたくさん撮る。要らない物は後で消去。

・日記を書く。

・写真やビデオなどの記録についとらわれてしまいがちだけれど、自分の目で、耳で、感じる

ことが大切。（もちろん記録も大切ですが）

・毎日たくさんの気付きがありすぎるので、そのつど簡単な日記やメモを残しておくと良い。

・私達は、毎晩就寝前に必ず集まり、その日の「ふりかえり」をしました。その日あったこと

や感じたことはみんなで意見や感想を出し合い記録していくことをお勧めします。

・授業展開・報告書を予測して必要と思われる写真を想定してから、撮ったり聴き取りをする

と使いやすい。

・毎日のみんなでの振り返りは良かったです。それぞれ専門も関心も違うので、共有すること

でより豊かな体験ができます。なにせ滞在時間、見学時間には限りがあるので。

・情報交換を密にする。同じ場所に行っても視点は違うし感じることはそれぞれ違うので、他

の人の意見はとても参考になる。

【体調管理について】

・とにかく忙しかった。食べ物や水が違うので体調管理をしっかりする必要がある。

・胃腸薬持参と「カバ」の飲みすぎに注意。

・しんどいときは無理せず休む。健康第一。

・少しでも余った時間はゆっくり休む（ベッドに横になる）。疲れをもちこすと次の日も大変

です。

・健康状態を良好に保つことが最も大切だと思う。長距離の移動、慣れない食事等で体を壊す

こともあるので注意しよう。
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【サモアでの授業実践について】

・サモアでの授業実践が臨機応変にできるように子供が楽しめるゲームなどを考えておいた方

がよい。

・英語が下手でも子供には何とかこちらの意志は伝わる。

・英語力が必要。しかし、彼らも英語が母語ではない。発問をし、児童生徒から反応が返って

きても、返答を聞き取れなかったり、意味が理解できなかったりする。発問をして考える授

業よりも、活動中心の授業の展開がよいと思う。

・日本と違い、全てにおいて時間がきっちり決められて、物事が進められるということがほと

んどないので、臨機応変に対応するべく、授業ネタは色々用意しておいたほうがよい。

・上から目線で、何かを教える！という気持ちではなく、子供たちから何かを学ぶ、一緒に何

かを楽しむ、一緒に考えるという感じで授業に臨んでほしい。

・帰国後、日本の生徒にこんなことをさせたい…という気持ちよりも、いざ、授業をする時に

は目の前にいるサモアの生徒が自分の生徒。彼らのためになる授業はどんなだろう？と考え

るべき。

・質問したいことは事前にメンバーの人達と話し合って内容を考えられたらよいと思います。

その際、現地の生徒が筆記用具を要するので、事前に生徒の持ち物を確認したほうがよいと

思います。机がなかったり、鉛筆がなかったりすることがありますので。

・何かを貼るとき、貼ってはがせるテープはかなり役立ちました。黒板がちゃんとあるかも確

認しておいたほうがよいと思います。

・「あれもこれもしたい」という気持ちはありますが、ポイントを１つに絞って授業計画を組

み立てられることが大切です。特に小学校では「簡単で見てわかる」授業を求められます。

【その他】

・事前にテーマを決めるには、ある程度サモアの国に対する知識も必要。そのうえでテーマを

決定し、何を「見る」のか意識していくとよいと思う。しかし、実際行ってみると、予想を

超える現状や異文化を感じ、戸惑うことも・・・。

・時間を有効に使う。多くの人と話をする。

・教材は、迷ったら、何か興味があったら必ず買っておく。

・できるだけ仲間内でたくさん話す。気付きをシェアして、さらに世界を広げる。

・ゆかたを着るより、その国の衣装（ラバラバやプレタシ）を着た方が喜んでくれたように思う。

・仲間で協力し合う。研究テーマは違っても、みんなで意見を出し合い、話し合うことでもっ

といいものになる。

・帰国後の授業のための教材は見つけたら早め早めに購入することをお勧めします。売ってい

る店がかぎられたりもしますので。

③ 海外研修後
【記録・記憶の整理について】

・速やかに資料の整理をするべき。日常に追われ、新学期も始まると、日々余裕がなくなって

くる・・・。
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・出来るだけ早いうちに報告書を記入して頭の中を整理する。結構すぐ感覚が鈍る。

・写真等の記録はできるだけはやくまとめるようにする。人の記憶は忘れるのが早い。

【その他】

・研修などで所属校の職員に事後報告をすることも、他の先生方にも開発教育を理解していた

だくチャンスかもしれない。

④ 授業実践について
【授業実践の内容について】

・生徒の人数や年齢、場所など事前につめてもらう。いろんなパターンを想定して準備する。

4-2 同行者の視点からの一言
秋山　玲美【JICA 兵庫　国際協力推進員】

　今年度の研修国である南大洋州に位置するサモアについて知っていることは何かと聞かれる

と、多くの人が「サモアの歌」しか思いつかないのではないだろうか？それほどサモアは、私た

ち日本人にとって日常では関わりの少ない遠い島国なのだ。2 回にわたる事前研修で、サモアの

情報を得られるだけ得た。その上で「サモアの子供たちと日本の子供たちに何を伝えたいのか」、

参加教員はそれぞれが普段から取り組んでいる「国際理解教育」と自分たちの「担当教科」、そ

して「兵庫県」という地域性を意識しながら独自の研修テーマを決定した。

　海外研修では、そのテーマに基づき、習得した開発教育の手法を用いた授業展開をイメージし

ながら、サモアの子供たちや先生方、タクシーの運転手や市場の方々、ホームステイ先の家族や

教会で出会った方々、青年海外協力隊や専門家の方々に積極的に質問をしていた。驚いたのは、

早朝の散歩で火力発電所を発見し、そこで働く従業員にインタビューをした理科の先生がいらっ

しゃったこと。次の日の朝、他の先生方も続いて訪れたそうだ。開発教育の定義である「知ること」

「気づくこと」そして「行動する」ことをまさに実行していた。

　帰国後の実践授業において懸念されている授業時間の確保であるが、参加教員は多忙の中、所

属校の先生方へ研修報告を行い、理解と協力を得て実践していると実感している。事前研修の時

点から研修テーマを決め、帰国後の実践授業を常に意識し、事後研修で写真や動画データ、現地

でとったアンケートのまとめ等を素早く処理し共有したため、実践授業の実現が非常にスムーズ

だった。生き生きと授業をする先生の授業を驚きと笑顔で受ける子供たちが印象的であった。

　課題は、授業実践の継続だろう。今年度参加した教員たちに加え、過去に教師海外研修へ参加

した教員たちで構成されている OB 会がある。今年度の参加教員たちが実践授業内容や子供たち

の感想を積極的に投稿している。刺激を受ける先生方も少なくはないだろう。結果、帰国後 2 か

月にして第 1 回の勉強会が自主的に開かれた。JICA は、参加教員たちの開発教育への熱意の火

を燃やし続けるようこのような場をフォローしていく。そして、グローバルな視点を持ち「自分

に何ができるか」を実現できる子供たちが増えることを期待している。
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　JICA（Japan International Cooperation Agency）とは

独立行政法人国際協力機構（JICA）は、開発途上地域等の経済及び社会の発展に寄与し、国
際協力の推進に資することを目的として設立された独立行政法人です。政府開発援助（ODA）
として、技術協力（技術研修員の受入れ、専門家の派遣、機材の供与、開発調査など）、有
償資金協力、無償資金協力、青年海外協力隊やシニア海外ボランティアなどの派遣、災害緊
急援助などを実施しています。

「JICA　PROFILE」から引用

ODA と JICA
　日本は、1954 年にコロンボプラン (*1) に加盟して以来、「国際
社会の平和と発展に貢献し、これを通じて我が国の安全と繁栄の
確 保 に 資 す る こ と (*2)」 を 目 的 に、 政 府 開 発 援 助（ODA:Official 
Development Assistance）として、開発途上国に資金的・技術的な
協力を実施してきました。
　JICA は ODA のうち、国際機関への資金の拠出を除く、二国間援助
の３つの手法である。「技術協力」・「有償資金協力」・「無償資金協力」
を一元的に担っています。世界最大規模の二国間援助機関である JICA
は、約 100 か所にのぼる海外拠点を窓口として、世界 150 以上の国
と地域で事業を展開しています。

(*1) コロンボプラン：南アジア・東南アジア・太平洋地域諸国の開発援助のため
に 1950 年に設立された国際機関。スリランカのコロンボに事務局がある。

(*2) 2003 年 8 月改定、政府開発援助（ODA）大綱から。

ODA
（政府開発援助） JICA

多国間援助

二国間援助

技術協力
　開発途上国の人材育成、制度構築のため
に、専門家の派遣、必要な機材の供与、途
上国人材の日本での研修などを行うもの。
幅広い課題に対応する協力内容をオーダー
メイドに組み立てられます。

有償資金協力（円借款）
　一定以上の所得水準を達成している開発
途上国を対象に、長期返済・低金利という
緩やかな条件で開発資金（円貨）を貸し付
けるもの。多くの資金を要する大規模イン
フラなどにあてられます。

無償資金協力
　所得水準が低い開発途上国を対象に、返
済義務を課さずに開発資金を供与するもの。
学校・病院・井戸・道路などの基礎インフ
ラの整備や、医薬品・機材などの調達にあ
てられます。
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　JICA 兵庫の開発教育支援事業紹介

　JICA 兵庫では、小・中・高校の児童・生徒および教職員を対象に様々なプログラムを用意し

ています。ぜひ、ご活用ください。詳しく知りたい方は、パンフレット「開発教育支援の手引き」

をご請求ください。
なお、「開発教育支援の手引き」は、JICA 兵庫ホームページからダウンロードできます。

http://www.jica.go.jp/hyogo/enterprise/kaihatsu/tebiki/index.html

世界を知れば、「生きる力」に。JICA 兵庫が「考える場」を提供します。
現場経験者だから響くコトバ！魅力ある授業づくりに JICA が協力します。

● JICA 兵庫訪問プログラム・JICA 国際協力出前講座
JICA 兵庫 HP：http://www.jica.go.jp/hyogo/enterprise/kaihatsu/index.html

　開発途上国での滞在経験を持つ講師による臨場感のある授業はいかがですか？
学校での授業はもちろんのこと、校外学習（社会見学）、教員研修やスタディツアー
の事前・事後学習会などに活用できます。一方通行の講義ではなく、参加型のワー
クショップを提供します。開催場所・内容・実施形態などは、ご相談ください。
■実施時期：通年
■実施場所：出前講座 = 学校や公民館など／ JICA 兵庫訪問 =JICA 兵庫
■派遣講師：JICA ボランティア（青年海外協力隊・シニア海外ボランティア・日

系社会ボランティア）OB/OG、JICA 専門家経験者、JICA 職員など

世界が教室にやってきた！世界の人々と触れ合う楽しさを実体験。

● JICA 海外技術研修員との交流
JICA 兵庫 HP：

http://www.jica.go.jp/hyogo/enterprise/kaihatsu/demae/kouryu.html

　開発途上国から JICA が招へいした技術研修員を学校の教室に呼んでみません
か？研修員は、母国で行政官・技術者・研究者として勤務しており、各専門分野
について兵庫で研修しています。JICA 兵庫は、JICA 国際協力出前講座の一環とし
て、みなさんが国際協力を考えるきっかけになるよう交流の場を提供しています。
　開催場所・内容・実施形態などは、ご相談ください。
■実施時期：通年
 （＊本プログラムの対象コースと日程は、ホームページに掲載します。）
■実施場所：学校や公民館など
■派遣講師：JICA 海外技術研修員（当日は、研修監理員が同行します。）

価値観を変える 10 日間。現場を見て、自分の言葉で世界を伝えてみませんか？

● 教師海外研修
JICA 兵庫 HP：
http://www.jica.go.jp/hyogo/enterprise/kaihatsu/kaigaikenshu/index.html

　実際に海外の現場に足を運ぶことで、文献や映像では分からない開発途上国の
現状を目の当たりにすることができます。現地の学校訪問、JICA 事業の現場視察
や現地の人の生活状況を調査し、帰国後の授業実践に向けた材料収集を行います。
■時　　期：7 月下旬から 8 月上旬に海外研修

（応募要項など詳細情報は、ホームページにてご確認ください。）
■対　　象：開発教育（国際理解教育）に関心がある教員及び指導主事
■派遣人数：8 人程度



− 80 −

参考資料

　JICA 兵庫の開発教育支援事業紹介

● JICA 国際協力中学生・高校生エッセイコンテスト
JICA 兵庫 HP：http://www.jica.go.jp/hyogo/enterprise/kaihatsu/essay/index.html

　国際社会の中で自分ができることは何かを考える機会を提供することを目的に実施しています。開発途上国の
状況、ボランティア活動の経験、外国の友人からの学びなどを、自由にエッセイにしてみませんか？応募作品数
は毎年増加傾向にあり、中高生の国際協力への興味・関心の高さを感じます。夏休みの課題として参加してみま
せんか？

● 開発教育指導者セミナー
JICA 兵庫 HP：

http://www.jica.go.jp/hyogo/enterprise/kaihatsu/shidousha/index.html

「多文化共生のための開発教育・国際理解教育セミナー」
　地球上で起こる様々な問題や異文化を理解するための面白い教材の紹介やワー
クショップの実践方法を学ぶ２日間の参加型セミナーです。毎年 80 人を超す参
加があり、兵庫県内で開発教育を実践する教員間の情報交換の場としても役立っ
ています。
■時　　期：8 月上旬
■対　　象：開発教育を実践中または興味のある教員、大学生、地方自治体職員

や団体職員など

● JICA 兵庫市民参加プログラム
JICA 兵庫 HP（イベント一覧）：http://www.jica.go.jp/hyogo/event/index.html

　まずは「見る、聞く、食べる、遊ぶ」ことから世界を感じてみませんか？
　国際協力の経験、外国への渡航経験などは全く関係ありません。少しでも開発
途上国や日本の国際協力に興味をお持ちの方は、お気軽にご参加ください。
■見ることから始める国際協力「JICA 兵庫映画鑑賞会」
■聞くことから始める国際協力「JICA セミナー」
■食べることから始める国際協力「JICA 兵庫エスニック料理」

● JICA プラザ兵庫（広報展示室・資料室・食堂・ロビー）
JICA 兵庫 HP：http://www.jica.go.jp/hyogo/office/plaza.html

　多くの市民の皆さんが訪れ、国際協力への興味や共感を育み、国際協力に参加
する人々が増えること、また、地域で国際協力に関わる市民団体の情報発信や交流・
研修の場となることを目指して開設しています。みなさん、お気軽にお立ち寄り
ください。
　広報展示室には、事業紹介から始まり、そこから見える世界の文化や諸問題を
テーマにパネルや映像を展示しています。その他にも国際協力にちなんだ様々な

「見て、触って、体験できる」展示がいっぱいです。展示内容は定期的に更新しま
すので、JICA 兵庫ホームページをご確認ください。
　資料室では、国際協力に関する書籍・映像資料のほか、授業で活用できる開発
教育教材などが閲覧できます。市民団体の打合せスペースとしても活用できます。
食堂は、どなたでもご利用できます。月替りエスニック料理が好評です。ロビーは、
NGO/NPO などの活動紹介パネル展の会場として活用できます。
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